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Ａ．研究目的 
初年度に続き、小児慢性腎臓病（小児CKD）の長期

疫学研究を継続し、本邦における小児CKDステージ
3～5の予後を明らかにすることを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
継続的に研究協力いただいている医療機関119施

設（対象患者447名）に対し、年次調査表を送付し、
回収した。本年度は、施設調査としてオンライン診
療、電話診療に関するアンケート調査を追加して実
施した。 
 1. 年次調査票の作成 
対象患者447名の現況確認として、身長、血清ク

レアチニン、尿中クレアチニン、尿中蛋白定量の調
査項目を作成した。また、転帰の再確認欄を設け、
初めてエンドポイント（腎代替療法または死亡）を
迎えた患者には、直前のデータ（身長、血清クレア
チニン、尿中クレアチニン、尿中蛋白定量）に関す
る調査項目を作成した。 
 2. 施設調査表の作成 
昨今、重要性が高まっているオンライン診療およ

び電話診療に関して、実施状況、実施内容、実施対
象の調査項目を作成した。 
（倫理面への配慮） 
患者の個人情報は調査施設毎に連結可能匿名化

し、事務局で特定できないようにすることで、倫理
面に配慮している。 
また、本研究は北里大学による倫理審査を受け、

承認済みである（承認番号B19-087）。 
Ｃ．研究結果 
2022年4月末日現在、施設ベースで74.5%、症例ベ

ースで66.4%の回収率である。今後詳細を確認し、
集計予定である。 

 
Ｄ．考察 
本邦初の前向きコホート研究であり、これまでに

多くの成果を残している。小児CKDステージ3～5の
約6割が先天性腎尿路異常（CAKUT）であること
（Ishikura K. NDT 2013）、小児CKDステージ4を過
ぎると腎機能障害の進行が加速すること（Ishikura 
K. NDT 2014）、成長障害は小児CKDステージ3を過
ぎると悪化すること（Hamasaki Y. CEN 2015）、膀
胱尿管逆流はCKDの進行への影響が乏しいこと
（Ishikura K. PN 2016）、早産・低出生体重児は
CKDリスクであること（Hirano D. NDT 2016）など、
多くのエビデンスを輩出してきた。 
昨年度調査で10年間の腎生存率を算出し、CAKUT

のCKDステージ3aが、その他の疾患と比較して良好
な結果であった（未発表）。また、初回腎代替療法
として腎移植が最も多く選択され、移植後の成績が
良好であることが分かった。 
2019年の新型コロナウイルス感染症大流行から

約3年が経過し、いまだその勢いは衰えず、先行き
の見通せない状況が続いている。一方、ポストコロ
ナに向けた動きは活発化しており、オンライン診療
もその1つと言える。小児CKD診療は血液や尿などの
検体採取が必要なことから、すぐにオンライン診療
体制に移行することは難しく、在宅モニタリングな
どの基盤整備が重要である。これを機に受診や検体
検査が過剰となっていないか見直す必要もあるだ
ろう。今回は本邦小児CKD診療におけるオンライン・
電話診療に関する実態の把握と、意見収集を目的と
した。今後のオンライン診療体制確立に向けた一助
となることを期待したい。 
 
Ｅ．結論 

研究要旨 

【研究目的】 

本邦小児慢性腎臓病（小児 CKD）の長期疫学研究を継続し、本邦における小児 CKD ステージ 3～5 の予後を

明らかにすることを目的とする。 

【研究方法】 

研究協力機関 119 施設、対象患者 447 名に対して年次調査表を送付し、回収した。調査項目は例年と同様であ

る（転帰、身長、血清クレアチニン、尿中クレアチニン、尿中蛋白定量）。また、各研究協力機関の代表者にオン

ライン診療、電話診療に関する実態調査を行った。 

【結果】 

2022 年 4 月末日現在、回収率は 74.5%である。 

【考察】 

本邦小児 CKD 患者の長期疫学研究は過去多くのエビデンスを輩出しており、今年度調査の結果から新たな成

果が期待できる。新型コロナウイルス感染症流行を機に、オンライン診療に期待が集まっており、小児 CKD 領域

でも実態を把握し、今後の体制確立に役立てたい。 

【結論】 

小児 CKD 患者の予後調査に加え、オンライン診療、電話診療の実態調査を行った。 
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年次調査として小児CKD患者の予後調査を行った。
また、オンライン診療に関する施設調査を行った。 
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